
政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移
事務事業目標指標

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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１．施策の令和元年度までの実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

・市民が芸術に親しみ、文化活動に取り組むことを始め、芸術祭の開催や各種発表会、芸術文化団体への支援を図り、発表

の場や鑑賞の機会の確保、充実に努めます。また、引き継がれている貴重な文化財の適正な保護に努めるとともに、文化財

への理解を深めるため活用を図り、郷土芸能まつり等の郷土芸能伝承活動を推進してまいります。

・刊行された郷土史「滝沢市の歩み」を活用した郷土理解の推進を図ります。　

・指定文化財の保護活用に努めます。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮

ら

し

滝沢市芸術祭・郷土芸能まつりの入場者数

1 2,630 2,630 2,630 2,630 2,630 Ａ
人以上 3,062

4,244 - - - - △273.6

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度

1934  芸術祭開催事業

「芸術祭たきざわ」の入場者数
1

1,350 1,350 1,400 1,400 1,400 1,400
人

2,009 2,630 2,666 3,685 - -

2070  伝統文化支援事業

伝統文化関連事業開催数
2

1 1 1 1 1 1
回

1 1 1 1 - -



針

ており、その推進の拠

に

り所となる芸術文化団

つ

体の役割は重要となっ

い

ております。

・基本施

て

策達成のため、引き続

の

き同一内容の実施が必

達

須であるため、見直し

成

の必要はありません。

（

(１) 令和 3年度

実

方針策定に際し、今後

現

の方向性や引継課題

【

）

今後の方向性】

・郷土

状

芸能伝承活動の支援。

況

・文化芸術振興を引き

Ｂ

続き支援します。

【引

概

継課題】

・文化芸術振

ね

興において、発表の場

達

となる芸術祭や郷土芸

成

能まつりの継続と関係

し

団体への支援が重要で

た

す。

・郷土理解推進事

(

業の継続と文化財であ

１

る指定文化財をはじめ

)

、埋蔵文化財、一般文

 

化財、民具の管理を進

施

める。

策の実現に影響する社会環境変化
Ｂ 社会環境変化あり

(２) 基本施策との関連性から施策の見直し
Ａ 必要なし

４．施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり
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２．施策の実現に向けての令和元年度までの取り組み状況を分析する

・芸術祭においては、ビッグルーフ滝沢で開催され、併せて市内小中学生の巡回展にかわり市内小中学生

政

の展示を同時開催

する

 

ことで訪れる方も増え

 

、また、各発表の開催

 

支援、文化芸術活動の

 

核となっている芸術文

策

化団体の育成支援等に

:

より文

化芸術活動の振

基

興を図りました。その

本

一方で、出品者や出品

施

数の伸び悩みや会員の

策

高齢化などもあり周知

:

を図るなど一層の

支援

施

が必要です。

・市埋蔵

 

文化財センターにおけ

 

る体験講座や歴史講座

 

などを実施し、文化財

 

への市民理解の促進を

策

図りました。

・郷土芸

:

能まつりをビッグルー

施

フ滝沢で開催し、同施

策

設に訪れた方々も会場

担

に入場するなど、入館

当

者も増加しました。今

職

後

も後継者育成など一

・

層の支援が必要です。

氏

(２) 基本計画内の

名

取り組みと方針のうち

(

、令和元年度の重点課

１

題の達成（実現）状況

)

【重点課題】

芸術祭の

 

実行委員会組織化と芸

施

術文化協会事務局体制

策

の検討を実施するとと

目

もに、指定文化財の掘

標

り起しや保護を図ると

の

と

もに埋蔵文化財、民

達

俗資料などの活用と学

成

習機会の提供に努めま

（

す。　　　　　　　　

実

　　　　　　　　　

【

現

重点課題に対応した達

）

成状況】

芸術文化協会

に

事務局と連携しながら

向

、事務局体制の検討、

け

実行委員会の組織化に

た

向けて度々協議を図っ

基

ており、団体活動支

援

本

を強化に努めています

計

。

３．施策の実現に向

画

けての令和元年度実施

期

後での変化を認識する

間

・地域においては多様

内

な文化芸術活動が取り

の

組まれておりますが、

取

その一方で高齢化が進

り

む中、交流を深め仲間

組

づくりをし

ながら、個

み

人の趣味を深め生きが

と

いとする文化芸術活動

方

がますます必要となっ
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(４)所管実行計画事業費一覧
事    務    事    業    名

No 分    野    別    計    画
計画額 実績額 比較 (%)

実    施    計    画

様式Ｇ 最終更新日：令和  2年 7月30日 3頁

後期基本計画 令和元年度 施策方針評価書

０５ 学びにより充実した人生を送ることができるまち
０５ 学びの環境の充実と文化芸術の継承
０２ 文化芸術の振興

文化振興課　総括主査  井上　雅孝

149  埋蔵文化財センター管理運営事業

5,991 5,872 △2.0

151  埋蔵文化財センター教育普及事業

4,744 4,700 △0.9

693  埋蔵文化財調査事業

911 469 △48.5

1934  芸術祭開催事業

2,029 1,970 △2.9

2070  伝統文化支援事業

900 787 △12.6

2126  文化財・天然記念物保護事業

301 207 △31.2

2187  民具調査報告書作成事業

0 0 0.0

10468  郷土理解推進事業

95 26 △72.6


